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第26回 近畿教育オーディオロジー研究協議会 

総会および講演会・講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  日 時  ２０２5（令和7）年    ８月１９日（火）１０：００～１5：45 

２０日（水）１０：００～１５：４５ 

 

2  会 場  １９日（火）・２０日（水） 大阪府立中央聴覚支援学校 
〒540-0005 大阪市中央区上町1-19-31      TEL 06-6761-1419  FAX 06-6762-1800  

大阪メトロ谷町線 谷町四丁目 10号出口 南東約600ｍ 
大阪メトロ谷町線 谷町六丁目 ７号出口 北東約600ｍ 
大阪シティバス【62】 上本町一丁目バス停もしくは国立病院大阪医療センターバス停下車 

                                     

 

 

 

 

 

 



近畿教育オーディオロジー研究協議会   第２６回 講演会・講習会 

３ 内 容 

① 202５年 8月１９日（火） 《全日》教育オーディオロジ―講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

会場：大阪府立中央聴覚支援学校 （受付 ９：30 ～ 終了15：45） 

１９ 

日 

 

講座Ⅰ 

 

10:00  

～  
11:30 

 
きこえのしくみと 
聴力測定 

 
聴力・補聴器測定 
に関する音響心理 

 
人工内耳の基礎 

 
重複障害児への 

指導 
 

御前(和歌山) 
大村(和歌山)  

細矢(京都) 
  

谷口(神戸) 
福西(神戸) 

小川(東海学院大学)  
  

講座Ⅱ 

 

12:30  

～  
14:00 

 
補聴器の管理 

 
難聴学級の 
支援や指導方法 

 
人工内耳の応用 

 

 
幼稚部の自立活動 

 

上田(豊岡) 
 

足立(北中道小) 
志水(花里小) 

 

井脇(愛知淑徳大学) 
 
 

山本(奈良)  
山中(奈良) 
 

講座Ⅲ 

 

14:15  

～  
15:45 

 
補聴援助システム 

 

 
福祉制度 

 
 

 
ことばの聞き取り 

評価 

 
ABR 

野田(舞鶴) 
安部(京都) 
池田(京都) 

 

針本(奈良)  
山中(奈良)  

坪田(姫路) 石田(おかだ耳鼻咽喉科) 
 
 

 

② 202５年8月２０日（水） 《午前》全体講座 《午後》総会・講演会 

会場：大阪府立中央聴覚支援学校 体育館  （受付 ９：３０ ～ 終了１５：４５） 

 

全体 

講座 

 

10:00 
  ～  
12:15 

「これからの教育オーディオロジーと 3つのWHAT?」 

富澤 晃文 先生（国際医療福祉大学） 
 

21 世紀の今、教育オーディオロジーは、子どもたちとご家族の方たちにどのように役立つも

のなのか、再吟味してみましょう。教育オーディオロジーにおける、①オーディオロジーとは何か？

②教育は何を意味するのか？ ③我々はどの最先端を歩んできたのか/行くのか？ オーディオ

ロジーの源流が生まれた 20世紀前半の史料や、その後に展開された聴能教育の様相から、今

現場で直面している新たな現代的課題、これからの方向性の整理を試みます。 

昼休憩 12:15～1３:20 

総会 13:20～1３:45  

全体 

講演会 

13:45 

～  
1５:４５ 

「聴覚障害教育の充実・発展を目指して」 

 村上 学 先生（文科省特別支援教育調査官） 
 

近年、聴覚障害教育においては、障害の状態の多様化や人工内耳装用児の増加などにより、

一人一人に応じた指導を充実させ、もって、子供たちの豊かな可能性を開花させる取組がこれ

まで以上に求められるようになっています。 

そこで、ここでは、現行の学習指導要領のポイントである「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善について確認するとともに、センター的機能の発揮や専門性の継承といっ

た今日的課題にも触れ、これからの聴覚障害教育の充実と発展に向けて、共に考える機会にし

たいと思います。 
 

  

 

  

    

   

 

 



4 参加申し込み 
○対象：①聴覚障害教育（療育）に関わる教員・言語聴覚士など ②保健医療・福祉関係者など 

○申し込み方法 
 

近畿地区の聾学校・聴覚特別支援学校・難聴学級のうち、代表委員が所属している学校の教職員 

（事務局・代表委員一覧を参照） 

→参加申込書（別紙）にご記入のうえ、代表委員にお申し込みください。 
 

上記以外の学校の教職員／学校関係者以外 

→参加申込フォームにてお申し込み下さい。 

○申し込み締切日 

申し込みの締切日は、７月４日（金）とします。 

○情報保障 

手話通訳、ループ（講習会のみ）などの必要のある方は、申し込みの際にご記入ください。 

手話通訳を希望される方も、7月４日（金）までに申し込んでください。 

※当日に希望されても準備できませんのでご了承ください。 

 

 

5 受講費用（※事前振込） 

会員 会員外 

1,000円 2,000円 

   ２日参加される場合も、１日のみ参加の場合も、 
受講費用は一律となっています。 

 

・受講費用は、事前振込となります。銀行振込（手数料参加者負担）にて、７月４日（金）までにお支払いください。 

入金後の返金は対応できませんので、留意事項を十分にご確認のうえ、お申し込みください。 
 

近畿地区の聾学校・聴覚特別支援学校・難聴学級のうち、代表委員が所属している学校の教職員 

→代表委員にお支払いください。 
 

上記以外の学校の教職員／学校関係者以外 

→下記の振込先にお支払いください。 

＜振込先＞ 振込の際には、必ず ①氏名 ②所属 の記載をお願いいたします。 

【金融機関名】ゆうちょ銀行 

【支店名】〇九九店（ゼロキユウキユウ店） 

【預金種別】当座 

【口座番号】０２３５５７６ 

【口座名義】近畿教育オーディオロジー研究協議会 

 

６ その他 

＜留意事項＞ 

・中央聴覚支援学校は教室内での食事が可能です。 

・校内は土足禁止です。上履きまたはスリッパ、靴袋をご持参ください。 

・当日の気温に合わせて、会場内での冷房を予定していますが、各自で調節可能な服装にてご参加ください。 

・情報保護の観点から、録音・録画等は一切不可とさせていただきます。 

・当日の欠席については、事務局までご連絡ください。（※会場へのお問い合わせは、ご遠慮ください。） 

・上記内容をご了承のうえ、お申し込みいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

・ご不明な点等ありましたら、事務局までお問い合わせください。 

 

≪会員資格≫ 

近畿地区の教育関係者 

ゆうちょ銀行からの送金（電信振替）を利用される場合も、
氏名・所属の入力（カタカナ）をお願いいたします。 

記号番号：００９２０－３―２３５５７６ 



《講座の内容紹介》 

講
座
Ⅰ 

きこえのしくみと 

聴力測定 

主に聴覚障害教育に携わって間もない先生方を意識した内容です。子どもの指導や支

援は聴力やきこえの実態の把握から始まります。本講座では、それに必要なきこえのしく

みやオージオグラムの見方、聴力測定などの基礎的内容について解説します。 

聴力・補聴器測定に

関する音響心理 

音響心理学の基本について先生方と一緒に学ぶ講座です。聴力測定や補聴器計測・適

合にかかわるdBやHzなど基本的に知っておく必要がある音に関する物理量などにつ

いて物理や理科が苦手な先生方でも理解できるよう詳しく解説します。 

人工内耳の基礎 
人工内耳のしくみや補聴器との違い、注意点などを学習するとともに、学校でできる配

慮についてお話しします。 初めて人工内耳について学ばれる方を対象にした講座です。 

重複障害児への 

指導※ 

聴覚との重複障害というと、どのようなケースを思い浮かべますか。本講座では、先ず梅

津八三先生の「重複障害児と相互輔生：行動体系と信号系活動」を紹介し、基本的な考

え方について共有したいと思っています。できれば、先生方から具体的なケースをご紹

介いただき、参加者でディスカッションしたいと思っています。 

講
座
Ⅱ 

補聴器の管理 
この講座では、補聴器の仕組みや日常の管理についてお話します。実際に補聴器をさ

わったり、音を聞いたりしながら、どうして補聴器の管理が必要なのか一緒に考えたいと

思います。 

難聴学級の 

支援や指導方法 

在籍数の少ない地域の学校の難聴学級と、センター校の難聴学級の支援や指導の内

容について紹介します。 

人工内耳の応用 

この講座では各校の事例から、人工内耳の評価やマッピングについて検討し、支援に活か

すための情報交換をおこないます。 

講師の井脇先生からもご助言をいただきます。参加の先生方は簡単なもので構いませんの

で事例をご紹介ください。 

幼稚部の自立活動 

個々の子どもの実態に合わせた聴覚学習について、個別指導でおこなっている実践や、

集団保育での「音遊び」の取り組みについて、実際の活動の様子のビデオを使いながら

紹介します。明日から使える教材のヒントになるように具体的にお話します。また、幼稚部

段階の指導における教員の専門性についても、参加者の皆さまと一緒に考えていけれ

ばと思います。 

講
座
Ⅲ 

補聴援助システム 

補聴援助システムとは、話者の音声を直接補聴器や人工内耳に届けるシステムです。現在、各メ

ーカーから援助機器が販売されております。今回は、特に地域の園・施設・学校で使用する際の

取り扱いや注意点等について、主な機種を実際に触れながら一緒に確認していきましょう。 

福祉制度 

身体障害者手帳の交付や、補聴器の購入、修理、手当のことなど、聴覚障害の子どもに

関わりのある福祉制度について紹介します。また、きこえに関する教育制度についても、

みなさんと共有したいと思います。 

ことばの聞き取り評価 

聾学校での聴力測定時に行う「ことばのききとり評価」の意義や種類、実施方法について解

説します。評価から見えてきた子どもたちの実態を、指導や支援にどのように活かすか一緒

に考えましょう。 

ABR※ 

今回の ABR 講座では、ABR をはじめとした他覚的聴力検査(ASSR・OAE も含む)に

関する基礎的な事項(検査手法や結果の見方など)について学ぶとともに、聴覚障害児

にとっての他覚的聴力検査の意味や自覚的聴力検査・教育実践との繋がり、具体的な

活用について考えることを目標とします。そして、家族や医療機関との対話、本人へのア

プローチ上の活用についてアイディアを共有する機会としていただければと思います。ご

担当されたお子さんの検査結果をイメージしながらご参加ください。 

全講座、日本教育オーディオロジー研究会のSEA2025との共同開催です。 

※の講座は、日本教育オーディオロジー研究会から講師協力をいただいています。 

 「重複障害児への指導」  小川征利 （東海学院大学） 

 「ABR」   石田彩 （おかだ耳鼻咽喉科） 

 

 



総会および講演会・講習会（会場案内） 

講習会（１９日） 総会・講演会（２０日） 

会場：大阪府立中央聴覚支援学校   

〒540-0005大阪市中央区上町1-19-31      TEL 06-6761-1419  FAX 06-6762-1800 

大阪メトロ谷町線 谷町四丁目 10号出口 南東約600ｍ 

大阪メトロ谷町線 谷町六丁目 ７号出口 北東約600ｍ 

大阪シティバス【62】 上本町一丁目バス停もしくは国立病院大阪医療センターバス停下車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《近畿教育オーディオロジー研究協議会 事務局・代表委員 一覧》 
山本 幸生  （近畿教育オーディオロジー研究協議会会長） 

𠮷田 幸子  （近畿教育オーディオロジー研究協議会副会長） 

栗林 みさき （滋賀県立聾話学校） 

池田 佳菜  （京都府立聾学校） 

安部 早也佳（京都府立聾学校） 

野田 章訓  （京都府立聾学校舞鶴分校） 

稲川 佳世  （大阪府立生野聴覚支援学校） 

木村 純子  （大阪府立中央聴覚支援学校） 

金森 雅    （大阪府立中央聴覚支援学校） 

森島 一矢  （大阪府立だいせん聴覚高等支援学校） 

山岸 和行  （大阪府立堺聴覚支援学校） 

山中 淳生  （奈良県立ろう学校） 

針本 亜侑  （奈良県立ろう学校） 

 

 

御前 茉由  （和歌山県立和歌山ろう学校） 

東   江美  （和歌山県立和歌山ろう学校） 

坪田 良一  （兵庫県立姫路聴覚特別支援学校） 

小林 知史  （兵庫県立姫路聴覚特別支援学校） 

田路 陽子  （兵庫県立姫路聴覚特別支援学校） 

石澤 洋志  （兵庫県立こばと聴覚特別支援学校） 

上田 茜    （兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校） 

谷口 信恵  （兵庫県立神戸聴覚特別支援学校） 

福西 岳人  （兵庫県立神戸聴覚特別支援学校） 

 

＜地区ブロック代表＞ 

田中 留美  （京都市立二条城北小学校） 

小林 真弓  （大阪市立扇町小学校） 

高尾 公美  （奈良市立椿井小学校） 

志水 諭美  （伊丹市立花里小学校） 

 



２０２５（令和７）年８月分 

第２６回 夏の講演会・講習会 参加申込書 

近畿地区の聾学校・聴覚特別支援学校・難聴学級のうち、代表委員が所属している学校の教職員  

＼下記の参加申込書にご記入のうえ、お申し込みください／ 

 

 

 氏 名                           所 属                                               

 

（   ）１日のみ参加 （ １９日に参加 ・ ２０日に参加 ） 

（   ）２日とも参加  
 

◎１９日の講習会に参加される方は、希望する講座をご記入ください。 

 ※希望者が偏った場合には調整をさせていただきたいと思います。 

１つの受講枠に、第１希望は①の印を、第２希望は②の印をご記入ください。   

１９ 

日 

講座Ⅰ 

10:00～1１：３０ 

きこえのしくみと 
聴力測定 

聴力・補聴器測定 
に関する音響心理 

人工内耳の基礎 
重複障害児への

指導 

（     ） （     ） （     ） （     ） 

講座Ⅱ 

1２:30～1４:００ 

補聴器の管理 
難聴学級の 
支援や指導方法 人工内耳の応用 

幼稚部の 
自立活動 

（     ） （     ） （     ） （     ） 

講座Ⅲ 

1４:１５～15:45 

補聴援助システム 福祉制度 
ことばの聞き取り 

評価 
ABR 

（     ） （     ） （     ） （     ） 

 

◎情報保障について    希望されるものを○で囲んでください。                  

１９日 講習会（ 手話通訳 希望 ）  ２０日 講演会 （ 手話通訳 希望 ）   

手話通訳を希望される方も、７月４日（金）までに申し込んでください。（１カ月前に通訳依頼が必要です） 

 

※近畿地区の聾学校・聴覚特別支援学校は一括申し込みとなります。参加申込書は代表委員にお渡しください。 
 

 

上記以外の学校の教職員／学校関係者以外        ＼参加申込フォームにてお申し込み下さい／ 

 

⚫ 近畿教育オーディオロジー研究協議会のホームページ 

（https://www.normanet.ne.jp/~kinki/）から、参加申込フォームにアクセスできます。 

⚫ 視聴に関するご質問等がありましたら、近畿教育オーディオロジー研究協議会の 

専用メールアドレス（E-mail：kinkieaa@gmail.com）まで、ご連絡ください。 
 

申し込み締切：７月４日（金） 

近畿教育オーディオロジー研究協議会事務局 
〒６７0-00１２ 姫路市本町６８番４６号 兵庫県立姫路聴覚特別支援学校内 
FAX：079-222-5237 TEL：079-284-0331  E-mail：kinkieaa@gmail.com 

会員 会員外 

1,000円 2,000円 

https://www.normanet.ne.jp/~kinki/
mailto:kinkieaa@gmail.com
mailto:kinkieaa@gmail.com

